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　この基本計画は、基本構想で掲げる将来都市像を実現するための基本的な方針と、

具体的な施策を明らかにしたものです。特に重点的、戦略的に取り組むべき施策を分

野横断的に抽出した「重点プログラム」と、各分野における施策を体系的にまとめた

「分野別計画」に分かれています。

　基本計画の期間は、基本構想の８年間(令和４（2022）年度～令和11(2029)年度)を

前期・後期に分け、各４年間とします。なお、前期４年間を踏まえて、後期４年間を策

定することとします。

１）足利市まち・ひと・しごと創生総合戦略
　急激な人口減少を可能な限り抑制し、足利らしい地方創生を実現するために策定

する「足利市まち・ひと・しごと創生総合戦略」については、本基本計画の「重点

プログラム」を「第２期足利市まち・ひと・しごと創生総合戦略」として位置付け

ることとします。

２）第８次足利市行政改革大綱
　本市の行財政運営を効率的かつ効果的に推進するための指針である「足利市行

政改革大綱」については、本基本計画の第６章「都市経営」の第３節から第５節ま

でを「第８次足利市行政改革大綱」として位置付けることとします。

　第８次足利市行政改革大綱の計画期間は、基本構想と同一の８年間とし、後期基

本計画の策定に合わせ、４年間で見直すものとします。

３）足利市国土強靭化地域計画
　大規模自然災害などに備えた強靭なまちづくりを総合的かつ計画的に推進する

「足利市国土強靭化地域計画」については、重要業績評価指標を本基本計画の指

標から抽出して設定し、一体的に進捗管理を行います。 

基本計画の性格1

各種計画の位置付け2

はじめに第１部
基本計画Ⅱ

基本計画の体系は以下の図のとおりです。

基本計画の体系3
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　SDGsは平成27（2015）年９月の国連サミットで採択された国際社会全体の開発目標で、令和12
（2030）年を達成期限として、17の目標が設定されています。地球上の「誰一人取り残さない」こと
を目的に、経済、社会、環境をめぐる広範な課題に対して、統合的に取り組む必要性が示されてい
ます。
　国では、全閣僚を構成員とするSDGs推進本部を設置して、目標達成のための取組を進めてお
り、地方自治体においても積極的な推進を要請しています。
　本市がこれまで取り組んできたまちづくりは、SDGsの理念や目標と一致するものであり、引き続
き、本総合計画に則ったまちづくりを進めることで、SDGsの達成に寄与していきます。また、本市
のまちづくりとSDGsの関わりを分かりやすく示すため、基本計画において各施策とSDGsとの結び
つきを以下のアイコンで表記しています。

SDGsの推進4

17の目標の詳細

第２部

１　重点プログラムの構成

２　チャレンジの視点

３　重点プログラム

　　
　　安全な社会・安心な生活実現プロジェクト

　　子どもの笑顔あふれる次世代育成プロジェクト

　　活力みなぎる産業力向上プロジェクト

　　選ばれるまち魅力創出プロジェクト

　　未来につなぐ幸せ実感プロジェクト

PROJECT 1

PROJECT 2

PROJECT 3

PROJECT 4

PROJECT 5

2
32 33

重点プログラム1 貧困をなくそう
あらゆる場所で、あらゆる形態の貧困を終わら
せる

3 すべての人に健康と福祉を
あらゆる年齢のすべての人々の健康的な生活
を確保し、福祉を促進する

5 ジェンダー平等を実現しよう

エネルギーをみんなにそしてクリーンに

ジェンダー平等を達成し、すべての女性及び女
児のエンパワーメントを行う

7
すべての人々の安価かつ信頼できる持続可
能な近代的なエネルギーへのアクセスを確
保する

産業と技術革新の基盤をつくろう9
強靭なインフラ構築、包摂的かつ持続可能な産
業化の促進及びイノベーションの推進を図る

住み続けられるまちづくりを11
包摂的で安全かつ強靭（レジリエント）で持続
可能な都市及び人間居住を実現する

気候変動に具体的な対策を13
気候変動及びその影響を軽減するための緊急
対策を講じる

陸の豊かさも守ろう15
陸域生態系の保護、回復、持続可能な利用の
推進、持続可能な森林の経営、砂漠化への対
処ならびに土地の劣化の阻止・回復及び生物
多様性の損失を阻止する

パートナーシップで目標を達成しよう17
持続可能な開発のための実施手段を強化し、
グローバル・パートナーシップを活性化する

2 飢餓をゼロに
飢餓を終わらせ、食料安全保障及び栄養の改
善を実現し、持続可能な農業を促進する

4 質の高い教育をみんなに
すべての人に包摂的かつ公正な質の高い教育
を確保し、生涯学習の機会を促進する

6 安全な水とトイレを世界中に

働きがいも経済成長も

すべての人々の水と衛生の利用可能性と持続
可能な管理を確保する

8
包摂的かつ持続可能な経済成長と、すべての
人々の完全かつ生産的な雇用と、働きがいの
ある人間らしい雇用を促進する

人や国の不平等をなくそう10
国内及び各国家間の不平等を是正する

つくる責任  つかう責任12
持続可能な消費生産形態を確保する

海の豊かさを守ろう14
持続可能な開発のために、海洋・海洋資源を
保全し、持続可能な形で利用する

平和と公正をすべての人に16
持続可能な開発のための平和で包摂的な社会
を促進し、すべての人々に司法へのアクセス
を提供し、あらゆるレベルにおいて効果的で
説明責任のある包摂的な制度を構築する

（出典：外務省）
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PROJECT

4

　重点プログラムは、分野別計画の中から、特に重点的に、戦略的に取り組むべき施策を
分野横断的に抽出し、目的別にまとめたものです。以下の５つのプロジェクトで構成します。

　本市には豊かな自然と深い歴史があり、
薫り高い文化が根付いています。そのほ
か人や食、製造品、観光施設など、誇る
べきものがたくさんあります。本市のあ
らゆる強みを伸ばし、活かし、発信する
ことで、まちの発展につなげます。

　デジタル技術の進展は、産業における担い手不足、交通弱者の
増加、医療や教育などの地域間格差など、様々な社会課題の解決
につながるものと期待されています。その動きは、新型コロナウイ
ルス感染症の影響により、加速度を増しています。
こうした技術の活用により、企業活動や市民生活、
新たな日常への対応など、あらゆる分野での
生産性、利便性を高めていきます。

　世界経済の動向は、国境を越えて
地球規模で展開されています。また、
ＩＣＴの進展により、社会的、文化的
交流もグローバル化が進んでいます。本市
においても持続的な発展のため、経済交流
や多文化共生など、あらゆる分野で海外を
視野に入れていきます。

　本市では20歳代を中心とした市外転
出が目立っています。まちの活力を維持
するためには、若い世代の活躍が欠かせ
ません。こうした若い世代の定住や、地
方志向における移住の促進に向けて、若
者が足利で夢に挑戦し、叶え、活躍でき
るよう、あらゆる分野で支援を行います。

　本基本計画では、将来都市像の実現に向け、あらゆる施策や事業を立案するにあたり、
特に重視する「チャレンジの視点」を設けました。以下の４つの視点を重視し、時代の潮
流を的確に捉えながら、足利ならではの施策や事業を展開し、各プロジェクトを推進します。

各プロジェクトは「ねらい」「取組」「施策」「指標」から成り、
各施策の詳細は、分野別計画において記載しています。

 重点プログラムの構成

※４つのチャレンジの視点と
　特に関連が強い施策には
　次のマークを示しています。
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　新型コロナウイルスなどの感染症や大規模な地震、風水害、火災などの災害、さらには、
交通事故、各種犯罪など、市民の安全・安心な生活を脅かす様々な危険性から、市民の生
命、財産を守り、誰もが安心して暮らせるまちをつくります。

第8次足利市総合計画

安全な社会・安心な生活
実現プロジェクト

プロジェクト１令和４（2022）年度ー令和7（2025）年度前期基本計画   重点プログラム

　新感染症等が発生した場合、関係機関などと連携し、検査や予防接種等を実施するとともに、感染ま
ん延防止に向けた正確な情報発信、自発的な予防対策のための正しい知識の普及等を図ります。

感染症予防とまん延防止

重点プログラム

PROJECT 1

1
①感染症などのまん延防止対策の実施……………………

②感染拡大防止の啓発………………………………………  

③感染症予防対策の実施……………………………………

施策

プロジェクトのねらい

取組

指標

　災害から市民の生命と財産を守るため、消防団や自主防災会、事業者と連携し、地域防災力向上と
危機管理体制強化を推進するほか、災害に強い都市基盤を整備します。

災害に強いまちづくり2

①警察や防犯協会などとの連携……………………………

②生活道路・通学路の交通安全対策………………………

③犯罪の起こりにくい環境整備……………………………

④適切に管理が行われていない危険な空家などの対応…

⑤悪質商法や特殊詐欺の被害防止のための消費者教育の充実…

第5章 第5節 施策 1-1

第5章 第5節 施策 3-1，2

第5章 第5節 施策 3-5

第4章 第7節 施策 2-1

第5章 第6節 施策 1-1

施策

①地域防災力の向上…………………………………………

②危機管理体制の強化………………………………………

③消防組織・体制の充実……………………………………

④中橋周辺の堤防かさ上げに伴う中橋の架け替えの推進…

⑤治水対策（河川の改修、適切な維持管理）……………

⑥市内企業の事業継続に向けた計画策定支援……………

第5章 第3節 施策 1-1,2

第5章 第3節 施策 2-1,2

第5章 第4節 施策 1-1

第4章 第4節 施策 1-3

第4章 第6節 施策 1-1,2

第2章 第1節 施策 2-1

第3章 第5節 施策 4-1

第3章 第5節 施策 4-2

第3章 第5節 施策 4-3

施策

　地域の安全・安心を確保するため、警察や防犯協会をはじめとする関係機関・団体と連携した交通安
全対策や防犯対策を推進するとともに、空家対策や消費者教育を推進し、交通事故や犯罪を未然に防
ぐ環境を整備します。

交通安全、防犯環境の整備3

本重点プログラムは「足利市まち・ひと・しごと・創生総合戦略」を兼ねることから
○印は総合戦略上の数値目標、■印は総合戦略上のＫＰＩ（重要業績評価指標）になります。

中橋架け替えイメージ 防災リーダー研修会

○地区防災計画策定自主防災会数
　第5章 第3節

○人口1万人当たりの人身交通事故件数
　県内市別順位
　第5章 第5節

■防災リーダー認定者数
　第5章 第3節

■消防防災情報メール登録者数
　第5章 第4節

■特定空家等累計解体件数
　第4章 第7節

ー

11位／14市

1,961人

12,509人

40件

ー

9位／14市

1,961人

13,422人

77件

20団体

5位以内／14市

2,160人

18,000人

128件

指　　標　　名 参考値
令和元（2019）年度

基準値
令和２（2020）年度

目標値
令和7（2025）年度
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ぐ環境を整備します。

交通安全、防犯環境の整備3

本重点プログラムは「足利市まち・ひと・しごと・創生総合戦略」を兼ねることから
○印は総合戦略上の数値目標、■印は総合戦略上のＫＰＩ（重要業績評価指標）になります。
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指　　標　　名 参考値
令和元（2019）年度

基準値
令和２（2020）年度

目標値
令和7（2025）年度
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　安心して結婚、出産、子育てができる環境をつくり、切れ目のない子育て支援を充実させ
るとともに、小・中学校での教育環境の充実、学力向上を図り、未来を担う子どもたちがの
びのびと育つまちづくりを進めます。

第8次足利市総合計画

子どもの笑顔あふれる
次世代育成プロジェクト

プロジェクト 2令和４（2022）年度ー令和7（2025）年度前期基本計画   重点プログラム

　相談窓口である「とちぎ結婚支援センター足利」を充実させるなど、出会いの機会の提供に努めると
ともに、妊娠を希望する方への支援や、安心して妊娠・出産・産後の育児ができるよう、支援体制を充
実させます。

結婚・出産へのサポート体制の充実

重点プログラム

PROJECT 2

1
①結婚へのサポート体制の充実……………………………

②結婚を後押しする支援……………………………………  

③産前・産後のサポート体制の充実………………………

施策

プロジェクトのねらい

取組

指標

　親子が健やかに暮らせるよう、健康の保持増進を図るとともに、子育てに関する相談体制や経済的支
援、環境づくりを充実させ、子どもたちの健全な育成を支援します。

子育てしやすい環境づくり2

①学びの教育の充実…………………………………………

②心の教育の充実……………………………………………

③小中一貫した教育の推進…………………………………

④子どもの未来を切り拓く力を育む学習の推進…………

⑤読書活動の推進……………………………………………

第1章 第1節 施策 1-1

第1章 第1節 施策 1-2

第1章 第1節 施策 2-1

第1章 第2節 施策 1-3

第1章 第2節 施策 1-4

施策

①母子の健康の保持・増進…………………………………

②多様な子育て支援サービスの充実………………………

③放課後児童対策の推進……………………………………

④仕事やその他の活動との両立を可能にする環境の充実…………

⑤都市公園の整備…………………………………………

第3章 第1節 施策 2-1

第3章 第1節 施策 2-2

第3章 第1節 施策 2-4

第1章 第9節 施策 2-3

第4章 第5節 施策 1-1

第3章 第1節 施策 1-1

第3章 第1節 施策 1-2

第3章 第1節 施策 1-3

施策

　子どもたちの自ら学び、自ら考える力を育み、学力向上に努めるとともに、自然体験や読書活動の推
進などにより、豊かな人間性や社会性を育みます。

自ら学ぶ力や豊かな心を育む教育の充実3

本重点プログラムは「足利市まち・ひと・しごと・創生総合戦略」を兼ねることから
○印は総合戦略上の数値目標、■印は総合戦略上のＫＰＩ（重要業績評価指標）になります。

放課後児童クラブ

○合計特殊出生率
　第3章 第1節

○「課題の解決に向けて、自分で考え、自分
　で取り組んでいる」児童生徒の割合
　第1章 第1節

■結婚支援センター登録者数
　第3章 第1節

■放課後児童クラブ設置数
　第3章 第1節

1.39

76.8％

49人

53箇所

1.15

88人

53箇所

1.56

79.8％

138人

57箇所

指　　標　　名 参考値
令和元（2019）年度

基準値
令和２（2020）年度

目標値
令和7（2025）年度

新型コロナウイルス
感染症の影響により
実施せず
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びのびと育つまちづくりを進めます。

第8次足利市総合計画

子どもの笑顔あふれる
次世代育成プロジェクト

プロジェクト 2令和４（2022）年度ー令和7（2025）年度前期基本計画   重点プログラム

　相談窓口である「とちぎ結婚支援センター足利」を充実させるなど、出会いの機会の提供に努めると
ともに、妊娠を希望する方への支援や、安心して妊娠・出産・産後の育児ができるよう、支援体制を充
実させます。

結婚・出産へのサポート体制の充実

重点プログラム

PROJECT 2

1
①結婚へのサポート体制の充実……………………………

②結婚を後押しする支援……………………………………  

③産前・産後のサポート体制の充実………………………

施策

プロジェクトのねらい

取組

指標

　親子が健やかに暮らせるよう、健康の保持増進を図るとともに、子育てに関する相談体制や経済的支
援、環境づくりを充実させ、子どもたちの健全な育成を支援します。

子育てしやすい環境づくり2

①学びの教育の充実…………………………………………

②心の教育の充実……………………………………………

③小中一貫した教育の推進…………………………………

④子どもの未来を切り拓く力を育む学習の推進…………

⑤読書活動の推進……………………………………………

第1章 第1節 施策 1-1

第1章 第1節 施策 1-2

第1章 第1節 施策 2-1

第1章 第2節 施策 1-3

第1章 第2節 施策 1-4

施策

①母子の健康の保持・増進…………………………………

②多様な子育て支援サービスの充実………………………

③放課後児童対策の推進……………………………………

④仕事やその他の活動との両立を可能にする環境の充実…………

⑤都市公園の整備…………………………………………

第3章 第1節 施策 2-1

第3章 第1節 施策 2-2

第3章 第1節 施策 2-4

第1章 第9節 施策 2-3

第4章 第5節 施策 1-1

第3章 第1節 施策 1-1

第3章 第1節 施策 1-2

第3章 第1節 施策 1-3

施策

　子どもたちの自ら学び、自ら考える力を育み、学力向上に努めるとともに、自然体験や読書活動の推
進などにより、豊かな人間性や社会性を育みます。

自ら学ぶ力や豊かな心を育む教育の充実3

本重点プログラムは「足利市まち・ひと・しごと・創生総合戦略」を兼ねることから
○印は総合戦略上の数値目標、■印は総合戦略上のＫＰＩ（重要業績評価指標）になります。

放課後児童クラブ

○合計特殊出生率
　第3章 第1節

○「課題の解決に向けて、自分で考え、自分
　で取り組んでいる」児童生徒の割合
　第1章 第1節

■結婚支援センター登録者数
　第3章 第1節

■放課後児童クラブ設置数
　第3章 第1節

1.39

76.8％

49人

53箇所

1.15

88人

53箇所

1.56

79.8％

138人

57箇所

指　　標　　名 参考値
令和元（2019）年度

基準値
令和２（2020）年度

目標値
令和7（2025）年度

新型コロナウイルス
感染症の影響により
実施せず



40 41

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
３

重
点
プ
ロ
グ
ラ
ム

第
２
部

Ⅱ
基
本
計
画

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
３

重
点
プ
ロ
グ
ラ
ム

第
２
部

Ⅱ
基
本
計
画

　産業力を向上させるため、産業団地の開発及び企業の誘致を進めるとともに、足利で夢
を叶える創業支援や多様な働き方の促進、農林業の新たな担い手確保、先端技術の導入支
援など、活力みなぎるまちをつくります。

第8次足利市総合計画

活力みなぎる
産業力向上プロジェクト

プロジェクト 3令和４（2022）年度ー令和7（2025）年度前期基本計画   重点プログラム

　（仮称）あがた駅北産業団地の造成を進めるとともに、新たな産業系用地の開発に取り組みます。ま
た、関係機関と連携し、民間未利用地を活用して市内外から企業の誘致を推進します。

新たな産業団地の開発と企業誘致の推進

重点プログラム

PROJECT 3

1
①産業系用地の開発…………………………………………

②企業誘致の推進……………………………………………  
施策

プロジェクトのねらい

取組
指標

　創業希望者や就業・就農希望者に対する支援を進めます。また、キャリアアップや女性の活躍を支援
し、足利で叶える夢を応援します。

創業・就労・就農支援2

①地場産業の技術力・生産性の向上………………………

②先端産業分野の導入………………………………………

③個店の体質強化……………………………………………

④個店同士の新たな連携活動の支援………………………

⑤農業生産基盤の整備とICTなどによる効率化の推進……………

⑥高品質な農産物の安定出荷と安全・安心の確保………

第2章 第1節 施策 1-1

第2章 第1節 施策 1-2

第2章 第2節 施策 1-2

第2章 第2節 施策 1-4

第2章 第3節 施策 2-2

第2章 第3節 施策 3-1

施策

①創業支援体制の充実………………………………………

②就業希望者への就労支援…………………………………

③認定農業者や新規就農者などの確保・育成……………

④歴史と文化を活かした魅力ある商業の創出………………

⑤技術・技能習得の支援……………………………………

⑥働く場における男女平等の推進…………………………

第2章 第2節 施策 3-1

第2章 第5節 施策 1-1

第2章 第3節 施策 1-1

第2章 第2節 施策 4-1

第2章 第1節 施策 3-2

第1章 第9節 施策 2-1

第2章 第1節 施策 4-1

第2章 第1節 施策 4-2

施策

　技術的支援や相談対応のほか、先端技術の導入を図るなど、生産性の向上や経営の安定化を推進し
ます。

産業の成長支援3

本重点プログラムは「足利市まち・ひと・しごと・創生総合戦略」を兼ねることから
○印は総合戦略上の数値目標、■印は総合戦略上のＫＰＩ（重要業績評価指標）になります。

○製造品年間出荷額等
　第２章 第１節

○認定新規就農者数
　第２章 第３節

■海外取引などの出展企業・団体数
　第２章 第１節

■空き用地への年間立地件数
　第２章 第１節

■遊休資産等活用推進事業を利用した
　店舗立地
　第２章 第２節

■主要園芸品目の令和2年度からの
　単収増加率（単収：10a当たりの収穫量）
　第２章 第３節

ー

6人

12社

2件

1件

109.5%

令和元（2019）年
3,876億円

4人

17社

2件

5件

100.0％

令和6（2024）年
3,926億円

計画期間中累計
24人

計画期間中累計
60社

計画期間中累計
8件

計画期間中累計
20件

110.0％

指　　標　　名 参考値
令和元（2019）年度

基準値
令和２（2020）年度

目標値
令和7（2025）年度

①工業製品の発信力の強化…………………………………

②農産物のブランド化………………………………………

③国内・海外との経済交流の促進…………………………

第2章 第1節 施策 1-6

第2章 第3節 施策 3-2

第2章 第1節 施策 1-7

施策

　工業製品や農産物などの地場産品に関する国内外の展示会への出店や情報発信などを支援するとと
もに、ブランド化を進め、販路の拡大を推進します。また、国内、海外との交流を進めます。

地場産品のブランド化、販路の拡大4
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　産業力を向上させるため、産業団地の開発及び企業の誘致を進めるとともに、足利で夢
を叶える創業支援や多様な働き方の促進、農林業の新たな担い手確保、先端技術の導入支
援など、活力みなぎるまちをつくります。

第8次足利市総合計画

活力みなぎる
産業力向上プロジェクト

プロジェクト 3令和４（2022）年度ー令和7（2025）年度前期基本計画   重点プログラム

　（仮称）あがた駅北産業団地の造成を進めるとともに、新たな産業系用地の開発に取り組みます。ま
た、関係機関と連携し、民間未利用地を活用して市内外から企業の誘致を推進します。

新たな産業団地の開発と企業誘致の推進

重点プログラム

PROJECT 3

1
①産業系用地の開発…………………………………………

②企業誘致の推進……………………………………………  
施策

プロジェクトのねらい

取組
指標

　創業希望者や就業・就農希望者に対する支援を進めます。また、キャリアアップや女性の活躍を支援
し、足利で叶える夢を応援します。

創業・就労・就農支援2

①地場産業の技術力・生産性の向上………………………

②先端産業分野の導入………………………………………

③個店の体質強化……………………………………………

④個店同士の新たな連携活動の支援………………………

⑤農業生産基盤の整備とICTなどによる効率化の推進……………

⑥高品質な農産物の安定出荷と安全・安心の確保………

第2章 第1節 施策 1-1

第2章 第1節 施策 1-2

第2章 第2節 施策 1-2

第2章 第2節 施策 1-4

第2章 第3節 施策 2-2

第2章 第3節 施策 3-1

施策

①創業支援体制の充実………………………………………

②就業希望者への就労支援…………………………………

③認定農業者や新規就農者などの確保・育成……………

④歴史と文化を活かした魅力ある商業の創出………………

⑤技術・技能習得の支援……………………………………

⑥働く場における男女平等の推進…………………………

第2章 第2節 施策 3-1

第2章 第5節 施策 1-1

第2章 第3節 施策 1-1

第2章 第2節 施策 4-1

第2章 第1節 施策 3-2

第1章 第9節 施策 2-1

第2章 第1節 施策 4-1

第2章 第1節 施策 4-2

施策

　技術的支援や相談対応のほか、先端技術の導入を図るなど、生産性の向上や経営の安定化を推進し
ます。

産業の成長支援3

本重点プログラムは「足利市まち・ひと・しごと・創生総合戦略」を兼ねることから
○印は総合戦略上の数値目標、■印は総合戦略上のＫＰＩ（重要業績評価指標）になります。

○製造品年間出荷額等
　第２章 第１節

○認定新規就農者数
　第２章 第３節

■海外取引などの出展企業・団体数
　第２章 第１節

■空き用地への年間立地件数
　第２章 第１節

■遊休資産等活用推進事業を利用した
　店舗立地
　第２章 第２節

■主要園芸品目の令和2年度からの
　単収増加率（単収：10a当たりの収穫量）
　第２章 第３節

ー

6人

12社

2件

1件

109.5%

令和元（2019）年
3,876億円

4人

17社

2件

5件

100.0％

令和6（2024）年
3,926億円

計画期間中累計
24人

計画期間中累計
60社

計画期間中累計
8件

計画期間中累計
20件

110.0％

指　　標　　名 参考値
令和元（2019）年度

基準値
令和２（2020）年度

目標値
令和7（2025）年度

①工業製品の発信力の強化…………………………………

②農産物のブランド化………………………………………

③国内・海外との経済交流の促進…………………………

第2章 第1節 施策 1-6

第2章 第3節 施策 3-2

第2章 第1節 施策 1-7

施策

　工業製品や農産物などの地場産品に関する国内外の展示会への出店や情報発信などを支援するとと
もに、ブランド化を進め、販路の拡大を推進します。また、国内、海外との交流を進めます。

地場産品のブランド化、販路の拡大4
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　歴史や文化など、本市の豊富な地域資源を磨き上げ、その魅力を国内外に広く発信する
とともに、市民が郷土を誇りに思う気持ちを醸成し、訪れたい、住みたい、住み続けたいと
思われるまちをつくります。

第8次足利市総合計画

選ばれるまち
魅力創出プロジェクト

プロジェクト 4令和４（2022）年度ー令和7（2025）年度前期基本計画   重点プログラム

　本市の魅力を様々な媒体を活用し、効果的な情報発信を行うとともに、本市ゆかりの方々と連携し、
ブランドイメージの向上に取り組みます。

効果的な情報発信とシビックプライドの醸成

重点プログラム

PROJECT 4

1
①効果的な情報発信とシビックプライドの醸成…………

②足利ゆかりの人材との連携………………………………  
施策

プロジェクトのねらい

取組
指標

　若者の視点やアイデアを活かしたまちづくり活動を支援するなど、本市の地域活動に関わりたい人た
ちを積極的に受け入れて関係人口の増加を図ります。さらには移住希望者へのきめ細やかな対応や継
続的なサポートで移住・定住の促進を図ります。

移住・定住の促進と関係人口の創出2

①足利ならではの観光資源の磨き上げ……………………

②着地型観光の促進…………………………………………

③マイクロツーリズムの促進………………………………

④外国人旅行客の受入体制の整備と誘客促進……………

⑤広域観光の推進……………………………………………

第2章 第4節 施策 1-1

第2章 第4節 施策 1-2

第2章 第4節 施策 1-3

第2章 第4節 施策 2-5

第2章 第4節 施策 3-2

施策

①移住・定住の促進…………………………………………

②関係人口の増加……………………………………………

③若者のまちづくり活動への支援…………………………

④住宅地の開発と分譲………………………………………

⑤優良な空家などの利活用の促進…………………………

第6章 第2節 施策 2-1

第6章 第2節 施策 2-2

第6章 第2節 施策 2-3

第4章 第7節 施策 1-1

第4章 第7節 施策 2-2

第6章 第2節 施策 1-1

第6章 第2節 施策 1-2

施策

　足利ならではの観光資源を磨き上げ、その魅力を国内外に発信するとともに、着地型観光やマイクロ
ツーリズムなど、観光需要に合わせた事業を展開し、観光客の満足度向上につなげます。

足利ならではの魅力創出による観光誘客3

本重点プログラムは「足利市まち・ひと・しごと・創生総合戦略」を兼ねることから
○印は総合戦略上の数値目標、■印は総合戦略上のＫＰＩ（重要業績評価指標）になります。

○相談事業を経た年間移住者数
　第６章 第２節

○年間観光客入込数
　第２章 第４節

■市公式SNS登録者数
　第６章 第２節

■年間観光客宿泊数
　第２章 第４節

■足利学校年間参観者数
　第１章 第６節

32人

486万人

16,352人

32,000人

142,492人

41人

300万人

19,450人

39,000人

60,516人

66人

550万人

62,900人

48,000人

180,000人

指　　標　　名 参考値
令和元（2019）年度

基準値
令和２（2020）年度

目標値
令和7（2025）年度

①足利学校の活用の推進……………………………………

②日本遺産の魅力の発信…………………………………

③文化財への理解促進………………………………………

④足利の顔となる景観重点地区の都市景観づくり…………

第1章 第6節 施策 3-3

第1章 第6節 施策 5-2

第1章 第6節 施策 1-3

第4章 第2節 施策 2-1

施策

　史跡足利学校をはじめとした豊富な文化財や、歴史薫る景観を活かしてまちの魅力を高めます。

歴史と文化を活用したまちづくり4
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　歴史や文化など、本市の豊富な地域資源を磨き上げ、その魅力を国内外に広く発信する
とともに、市民が郷土を誇りに思う気持ちを醸成し、訪れたい、住みたい、住み続けたいと
思われるまちをつくります。

第8次足利市総合計画

選ばれるまち
魅力創出プロジェクト

プロジェクト 4令和４（2022）年度ー令和7（2025）年度前期基本計画   重点プログラム

　本市の魅力を様々な媒体を活用し、効果的な情報発信を行うとともに、本市ゆかりの方々と連携し、
ブランドイメージの向上に取り組みます。

効果的な情報発信とシビックプライドの醸成

重点プログラム

PROJECT 4

1
①効果的な情報発信とシビックプライドの醸成…………

②足利ゆかりの人材との連携………………………………  
施策

プロジェクトのねらい

取組
指標

　若者の視点やアイデアを活かしたまちづくり活動を支援するなど、本市の地域活動に関わりたい人た
ちを積極的に受け入れて関係人口の増加を図ります。さらには移住希望者へのきめ細やかな対応や継
続的なサポートで移住・定住の促進を図ります。

移住・定住の促進と関係人口の創出2

①足利ならではの観光資源の磨き上げ……………………

②着地型観光の促進…………………………………………

③マイクロツーリズムの促進………………………………

④外国人旅行客の受入体制の整備と誘客促進……………

⑤広域観光の推進……………………………………………

第2章 第4節 施策 1-1

第2章 第4節 施策 1-2

第2章 第4節 施策 1-3

第2章 第4節 施策 2-5

第2章 第4節 施策 3-2

施策

①移住・定住の促進…………………………………………

②関係人口の増加……………………………………………

③若者のまちづくり活動への支援…………………………

④住宅地の開発と分譲………………………………………

⑤優良な空家などの利活用の促進…………………………

第6章 第2節 施策 2-1

第6章 第2節 施策 2-2

第6章 第2節 施策 2-3

第4章 第7節 施策 1-1

第4章 第7節 施策 2-2

第6章 第2節 施策 1-1

第6章 第2節 施策 1-2

施策

　足利ならではの観光資源を磨き上げ、その魅力を国内外に発信するとともに、着地型観光やマイクロ
ツーリズムなど、観光需要に合わせた事業を展開し、観光客の満足度向上につなげます。

足利ならではの魅力創出による観光誘客3

本重点プログラムは「足利市まち・ひと・しごと・創生総合戦略」を兼ねることから
○印は総合戦略上の数値目標、■印は総合戦略上のＫＰＩ（重要業績評価指標）になります。

○相談事業を経た年間移住者数
　第６章 第２節

○年間観光客入込数
　第２章 第４節

■市公式SNS登録者数
　第６章 第２節

■年間観光客宿泊数
　第２章 第４節

■足利学校年間参観者数
　第１章 第６節

32人

486万人

16,352人

32,000人

142,492人

41人

300万人

19,450人

39,000人

60,516人

66人

550万人

62,900人

48,000人

180,000人

指　　標　　名 参考値
令和元（2019）年度

基準値
令和２（2020）年度

目標値
令和7（2025）年度

①足利学校の活用の推進……………………………………

②日本遺産の魅力の発信…………………………………

③文化財への理解促進………………………………………

④足利の顔となる景観重点地区の都市景観づくり…………

第1章 第6節 施策 3-3

第1章 第6節 施策 5-2

第1章 第6節 施策 1-3

第4章 第2節 施策 2-1

施策

　史跡足利学校をはじめとした豊富な文化財や、歴史薫る景観を活かしてまちの魅力を高めます。

歴史と文化を活用したまちづくり4
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　持続可能な社会を未来につなぐため、環境問題に取り組むとともに、快適で便利な都市
基盤の整備や、健全な都市経営を図り、子どもからお年寄りまで、誰もが生きがいを持っ
て、いきいきと暮らし、幸せを実感できるまちをつくります。

第8次足利市総合計画

プロジェクト５令和４（2022）年度ー令和7（2025）年度前期基本計画   重点プログラム

　再生可能エネルギーや省エネルギーを推進し、脱炭素社会の構築に取り組むとともに、本市の美し
い自然や生物多様性の保全、循環型社会の形成を進め、持続可能な社会の構築を目指します。

持続可能な社会の構築

重点プログラム

PROJECT 5

1
①脱炭素社会の推進…………………………………………

②自然環境と生物多様性の適切な保全……………………  

③循環型社会の仕組みづくり………………………………  

④企業における脱炭素社会・持続可能な社会の推進…… 

施策

プロジェクトのねらい

取組

指標

　スマートインターチェンジの設置による広域道路網の強化や生活路線バスの利便性向上などによる
公共交通網の充実を図ります。また、歩きたくなるまちなかの形成や河川緑地のオープン化などの居心
地が良く、快適で潤いのある空間を創出します。

快適な都市基盤の整備2

①高齢者の生きがいづくり・健康づくりの推進…………
②健康で暮らせるまちづくりの推進………………………
③ライフステージに応じた多様な学習機会の提供・支援……
④新市民会館の整備…………………………………………
⑤総合型地域スポーツクラブの育成………………………
⑥市民の力・地域の力の支援………………………………

第3章 第3節 施策 1-1，2
第3章 第5節 施策 1-4
第1章 第2節 施策 1-1，3-1
第1章 第5節 施策 5-1
第1章 第4節 施策 4-1
第6章 第1節 施策 2-4

施策

①スマートインターチェンジ整備による広域道路交通の強化…

②生活路線バスなどの利便性向上…………………………

③居心地が良く歩きたくなるまちなかの形成……………

④河川緑地の保全と活用……………………………………

⑤土地区画整理事業の推進…………………………………

⑥あしかがフラワーパーク駅周辺の開発…………………

第4章 第4節 施策 1-4

第4章 第4節 施策 4-3

第4章 第3節 施策 1-5

第4章 第5節 施策 2-2

第4章 第3節 施策 1-2,2-1

第4章 第1節 施策 4-1

第5章 第1節 施策 1-1

第5章 第1節 施策 2-2

第5章 第2節 施策 1-1,5

第2章 第1節 施策 2-2

施策

　生涯を通じて心身ともに健康でいきいきと暮らせるよう、介護予防や健康づくりを推進します。ま
た、ライフステージに応じた学習やスポーツの機会を提供するとともに、市民や地域の活動を支援し、
誰もが生きがいを持って活躍できる社会を築きます。

誰もが生きがいをもっていきいきと暮らせる支援3

本重点プログラムは「足利市まち・ひと・しごと・創生総合戦略」を兼ねることから
○印は総合戦略上の数値目標、■印は総合戦略上のＫＰＩ（重要業績評価指標）になります。

○温室効果ガスの年間排出量
　第５章 第１節

○健康寿命
　第３章 第５節

■１人１日当たりの燃やせるごみ排出量
　第５章 第２節

■生活路線バス利用者数
　第４章 第４節

■廃止した公共施設及びその跡地の有効
　活用・処分累計件数
　第６章 第５節

■ＡＩ－ＯＣＲ、ＲＰＡの累計導入事業数
　第６章 第４節

ー

ー

911ｇ

186,606人

1件

ー

914g

122,424人

2件

16件

指　　標　　名 参考値
令和元（2019）年度

基準値
令和２（2020）年度

目標値
令和7（2025）年度

①財政基盤の強化……………………………………………

②公共施設総量の適正化と適正配置の推進………………

③公民連携による公有財産の有効活用の推進……………

④行政事務の効率化の推進…………………………………

第6章 第3節 施策 2-1

第6章 第5節 施策 1-1

第6章 第5節 施策 3-3,4

第6章 第4節 施策 3-2

施策

　安定的な歳入の確保に努め、財政基盤の強化を図るとともに、公共施設等の適正な配置や民間のノ
ウハウを活用した施設の有効活用を図るなど、健全で安定した財政運営を図ります。また、先進的なデ
ジタル技術を活用して、行政事務の効率化を推進します。

持続可能な行財政運営4

未来につなぐ
幸せ実感プロジェクト

平成30（2018）年度

917千t-CO2

令和元（2019）年 
男性：79.08歳
女性：82.88歳

843g

160,000人

12件

26件

令和5（2023）年度

795千t-CO2

令和6（2024）年 
男性：79.83歳
女性：83.63歳
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　持続可能な社会を未来につなぐため、環境問題に取り組むとともに、快適で便利な都市
基盤の整備や、健全な都市経営を図り、子どもからお年寄りまで、誰もが生きがいを持っ
て、いきいきと暮らし、幸せを実感できるまちをつくります。

第8次足利市総合計画

プロジェクト５令和４（2022）年度ー令和7（2025）年度前期基本計画   重点プログラム

　再生可能エネルギーや省エネルギーを推進し、脱炭素社会の構築に取り組むとともに、本市の美し
い自然や生物多様性の保全、循環型社会の形成を進め、持続可能な社会の構築を目指します。

持続可能な社会の構築

重点プログラム

PROJECT 5

1
①脱炭素社会の推進…………………………………………

②自然環境と生物多様性の適切な保全……………………  

③循環型社会の仕組みづくり………………………………  

④企業における脱炭素社会・持続可能な社会の推進…… 

施策

プロジェクトのねらい

取組

指標

　スマートインターチェンジの設置による広域道路網の強化や生活路線バスの利便性向上などによる
公共交通網の充実を図ります。また、歩きたくなるまちなかの形成や河川緑地のオープン化などの居心
地が良く、快適で潤いのある空間を創出します。

快適な都市基盤の整備2

①高齢者の生きがいづくり・健康づくりの推進…………
②健康で暮らせるまちづくりの推進………………………
③ライフステージに応じた多様な学習機会の提供・支援……
④新市民会館の整備…………………………………………
⑤総合型地域スポーツクラブの育成………………………
⑥市民の力・地域の力の支援………………………………

第3章 第3節 施策 1-1，2
第3章 第5節 施策 1-4
第1章 第2節 施策 1-1，3-1
第1章 第5節 施策 5-1
第1章 第4節 施策 4-1
第6章 第1節 施策 2-4

施策

①スマートインターチェンジ整備による広域道路交通の強化…

②生活路線バスなどの利便性向上…………………………

③居心地が良く歩きたくなるまちなかの形成……………

④河川緑地の保全と活用……………………………………

⑤土地区画整理事業の推進…………………………………

⑥あしかがフラワーパーク駅周辺の開発…………………

第4章 第4節 施策 1-4

第4章 第4節 施策 4-3

第4章 第3節 施策 1-5

第4章 第5節 施策 2-2

第4章 第3節 施策 1-2,2-1

第4章 第1節 施策 4-1

第5章 第1節 施策 1-1

第5章 第1節 施策 2-2

第5章 第2節 施策 1-1,5

第2章 第1節 施策 2-2

施策

　生涯を通じて心身ともに健康でいきいきと暮らせるよう、介護予防や健康づくりを推進します。ま
た、ライフステージに応じた学習やスポーツの機会を提供するとともに、市民や地域の活動を支援し、
誰もが生きがいを持って活躍できる社会を築きます。

誰もが生きがいをもっていきいきと暮らせる支援3

本重点プログラムは「足利市まち・ひと・しごと・創生総合戦略」を兼ねることから
○印は総合戦略上の数値目標、■印は総合戦略上のＫＰＩ（重要業績評価指標）になります。

○温室効果ガスの年間排出量
　第５章 第１節

○健康寿命
　第３章 第５節

■１人１日当たりの燃やせるごみ排出量
　第５章 第２節

■生活路線バス利用者数
　第４章 第４節

■廃止した公共施設及びその跡地の有効
　活用・処分累計件数
　第６章 第５節

■ＡＩ－ＯＣＲ、ＲＰＡの累計導入事業数
　第６章 第４節

ー

ー

911ｇ

186,606人

1件

ー

914g

122,424人

2件

16件

指　　標　　名 参考値
令和元（2019）年度

基準値
令和２（2020）年度

目標値
令和7（2025）年度

①財政基盤の強化……………………………………………

②公共施設総量の適正化と適正配置の推進………………

③公民連携による公有財産の有効活用の推進……………

④行政事務の効率化の推進…………………………………

第6章 第3節 施策 2-1

第6章 第5節 施策 1-1

第6章 第5節 施策 3-3,4

第6章 第4節 施策 3-2

施策

　安定的な歳入の確保に努め、財政基盤の強化を図るとともに、公共施設等の適正な配置や民間のノ
ウハウを活用した施設の有効活用を図るなど、健全で安定した財政運営を図ります。また、先進的なデ
ジタル技術を活用して、行政事務の効率化を推進します。

持続可能な行財政運営4

未来につなぐ
幸せ実感プロジェクト

平成30（2018）年度

917千t-CO2

令和元（2019）年 
男性：79.08歳
女性：82.88歳

843g

160,000人

12件

26件

令和5（2023）年度

795千t-CO2

令和6（2024）年 
男性：79.83歳
女性：83.63歳
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